
泌 尿 紀 要47:125-129,2001 125

富 士 市 立 中央 病 院 にお け る10年 間の手 術統 計

(1989年1月 ～1998年12月)

富士市立中央病院泌尿器科(部 長:上 田正山)

林 典 宏,和 田 鉄郎,上 田 正 山

東京慈恵会医科大学泌尿器科学教室(主 任:大 石幸彦教授)

阿部 和弘,清 田 浩,大 石 幸 彦

STATISTICS ON THE OPERATIONS AT THE DEPARTMENT 

OF UROLOGY, FUJI CITY GENERAL HOSPITAL DURING 

  A 10-YEAR PERIOD  ( JANUARY 1989—DECEMBER 1998)

  Norihiro HAYASHI, Tetsuro WADA and Masataka UEDA 

  From the Department of Urology, Fuji City General Hospital 

    Kazuhiro ABE, Hiroshi KIYOTA and Yukihiko  OISHI 
From the Department of Urology,  fikei University School of Medicine

   A 10-year statistic survey was carried out on the operations performed at the Department of 
Urology, Fuji City General Hospital. The total number of operations was 1,862 cases during 10 years. 
The number of operations for malignant tumors has increased since 1994 year after year. 
Transurethral resection of prostate for benign prostatic hyperplasia has decreased since 1992, with the 
advent of the  a1-blocker. The  patients with urolithiasis are being cured by extracorporeal shock 
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to be safe, so the complications needing admission appeared in only  1.2% of the cases. 
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緒 言

富士市は,人 口約23万 人の都市であ り,市 内には,

他に大きな病院がないため,重 症患者のほとんどが富

士市立中央病院に送られて くる.新 病院が設置された

1984年に泌尿器科 も本格的に活動を始め,外 来患者数

は,年 々増加 してお り,1998年 の年間外来患者数は

16,059人 で1989年 の約1.65倍 に達 した.ま た,当 院の

体外衝撃波結石破砕術(ESWL)はEDAPLTO2を

1994年に設置されてからほぼ全例外来通院にて施行さ

れている.今 回われわれは,1989年1月 から1998年12

月までの富士市立中央病院泌尿器科における手術統計

を行ったので報告する.

対象 および方法

1989年1月 から1998年12月 までの10年 間の入院患者

に対 し,手 術を施行した症例を対象とした.た だし複

数回手術を受けている症例は,個 別の症例 として扱っ

た.ま た,膀 胱全摘除術 と尿路変向術はそれぞれ別の

手術 として扱った.

結 果

1.年 間 手 術 件 数 の 推 移

10年 間 の 総 手 術 件 数(た だ しESWL症 例 を 除 く.)

は,1,862件(男 性:1,494件,女 性:368件)で あ り,

年 間 手 術 件 数 は,年 毎 に ば ら つ き は あ る もの の,ほ ぼ

200件 近 い 件 数 に て 推 移 して い る(Fig.1).
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Fig. 1. Chronological changes in the opera-
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Tablel.Operationsformalignanttumors

1989199019911992199319941995199619971998 計

腎摘出術

腎部分切除術

膀胱全摘除術

経尿道的膀胱腫瘍切除術

前立腺全摘術

高位精巣摘出術

両側性精巣摘出術

陰茎切断術

陰茎形成術

後腹膜リンパ節切除術

8

6

6

37

1

5

6

2

0

0

6

2

1

27

0

6

0

0

1

0

10

0

1

30

0

4

0

0

0

0

6

2

2

35

0

9

0

0

0

0

10

0

7

35

0

2

0

0

2

0

1

0

7

27

0

4

0

0

0

1

5

0

7

24

4

5

1

0

0

2

8

0

5

31

3

4

0

0

0

0

15

0

6

27

3

6

0

1

0

1

8

0

5

45

0

8

2

2

0

0

77

10

47

318

11

53

9

5

3

4

計 71 43 45 54 56 ⑳ 48 51 59 70 537

Table2.Opcrationsforurinarydiversionforbladdercanccr

1989199019911992199319941995199619971998計

回腸導管O

MainzPouch2

その他 の腸管 を用いた尿路変更0

尿管皮膚痩4

0

0

1

0

0

0

0

1

0

2

0

0

正

0

0

6

0

6

0

1

0

3

0

4

l

l

O

3

3

0

0

3

1

0

0

4

6

14

1

26

計 6 1 1 2 7 7 7 5 6 5 47

Table3.Operationsfbrurolithiasis

1989199019911992199319941995199619971998 計

腎孟切 石術

尿管切石術

膀胱切石術

経尿道的膀胱砕石術

PNL

TUL

ESWL

0

9

0

8

13

0

0

0

0

7

7

3

O

l

豊

2

0

0

1

0

2

0

0

0

O

l

O

O

l

O

0

4

1

4

1

0

25

0

0

0

7

0

1

119

0

2

2

10

0

3

120

0

0

2

6

1

4

125

0

0

1

8

1

1

119

l

l7

9

52

24

12

483

計 30 17 4 3 2 35127 137 138 130 598

ll.疾 患 別 手術 件 数 の 推移

1悪 性 腫瘍 に対 す る手 術(Tablel)

全 手 術 件 数 は537例 で,年 間 手 術 件 数 は若干 の ば ら

つ きは あ る もの の,50例 前 後 にて増 減 な く推 移 して い

る.腎 摘 出術,腎 部 分切 除 術 は,計122例 で,腎,腎

孟,尿 管 悪 性腫 瘍 に対 す る手 術 は,87例(71.3%)で

あ った.腎 細胞 癌 にお い て比 較 的小 さ く外 向性 に突 出

す る よ うに存在 す る症 例 は,腎 部 分切 除 術 と し計10例

施 行 した.膀 胱 腫 瘍 に対 す る手 術 は,TUR-Btが318

例 と最 も多 く,年 間平 均30例 前 後 にて増 減 な く推 移 し

て い る.悪 性腫 瘍 全 体 にお い て も59.2%と 過 半数 を 占

め て い る.根 治 的膀 胱 全 摘 除術 は47例 で あ り,TUR-

Bt症 例 の14.8%に 施 行 され た.前 立 腺癌 に 対 す る前

立腺 全 摘 術 は11例 で あ った.精 巣 腫瘍 に対 す る高 位 精

巣 摘 出術 は,53例 で あ り,年 間症 例 数 は,5例 前 後 と

一 定 してい た .陰 茎 癌 に対 し陰茎 形 成術 を計3例 施 行

した.

2.尿 路 変 更術(Table2)

膀 胱 癌 に対 す る膀 胱 全摘 除術 に伴 う尿 路 変 更術 は計

47例 で あ り,尿 管 皮 膚 痩 は,26例 と全 体 の55.3%を 占

め,腸 管 を用 い た手 術 は21例 で,そ の 内訳 は,Mainz

PouchIIが14例,回 腸 導 管 が6例,そ の他 が1例 で

あ った.

3.結 石 に対 す る手 術(Table3)

尿路 結 石 に対 す る観 血 的 手 術 は,1994年 まで は年 間

数 例 で あ った が,1994年ll月 のESWL導 入 後 は減 少

し,以 降 は12例 の み で あ る.開 腹 手 術 は,対 象期 間 を

通 して 腎孟 切 石 術1例,尿 管 切 石 術17例,膀 胱切 石術

9例 で あ っ た.内 視 鏡 的 手術 は,合 計115例 中88例 で

全 体 の76.5%を 占め て い る.そ の 内訳 は経 皮 的 腎 砕 石

術(PNL)24例,経 尿 道 的 尿 管 砕 石 術(TUL)12例,

経 尿 道 的 膀胱 砕 石 術(Lithocrast)52例 で あ っ た.

4.先 天 性疾 患 に対 す る手術(Table4)

1996年 が 年 間3例 と極 端 に症 例 数 が 少 な い が ,他 の

症 例 数 は,年 間9-・15例 とほ ぼ一 定 の値 で あ る .腎 孟

形 成術 は6例,尿 管形 成 術 は16例,膀 胱尿 管新 吻合 術
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Table4.Operationsforcongenitaldisorders

1989199019911992199319941995199619971998言 十

腎孟形成術

尿管形成術

尿管膀胱新吻合術(VUR根 治術を含む)

停留精巣固定術

陰茎背面切開術

陰茎環状切除術

l

l

O

lO

i

l

0

3

0

6

0

5

0

0

0

12

2

1

1

3

0

6

0

2

0

7

0

6

0

0

l

l

O

5

2

0

1

0

5

2

3

0

0

0

3

0

0

0

1

0

3

11

0

0

1

1

2

6

0

1

6

16

13

64

8

10

計 141415 1213 911 3 15 11 117

Table5。Operationsforotherbenigndisordcrs

1989199019911992199319941995199619971998言 十

副腎摘 出術

腎摘 出術 単純

腎生検 開放性

経皮的

経皮的腎痩造設術

尿 管皮膚痩造設術

膀胱旗造設術

腎嚢胞切除術(開 放性)

経皮的腎嚢胞 エ タノール固定術

膀胱部分切除術

膀胱ホルマ リン注入

尿道病変手術

尿道形成術

尿道拡張術

尿道狭窄手術

シリコン注入術

経尿道的前立腺切除術(TUR-P)

VLAP

陰嚢切開術 および ドレナージ

陰嚢水腫根治術

陰嚢内血腫除去術

精巣生検術

精管結紮術

高位精索静脈瘤結紮術(腹 腔鏡除 く)

精索静脈瘤腹腔鏡下結紮術

内 シャント造設術

0

0

0

3

0

2

6

1

0

3

0

5

1

0

2

0

39

0

0

5

0

0

0

1

0

0

1

9

7

0

12

0

7

0

0

2

3

4

5

0

4

0

43

0

1

9

0

4

0

6

0

7

0

3

0

0

0

0

3

0

4

7

0

4

3

1

3

0

39

0

0

7

0

4

1

6

6

0

1

5

0

0

4

1

1

0

1

3

0

0

1

0

1

0

13

0

0

2

1

5

0

7

0

9

2

8

1

0

7

0

1

0

1

5

0

0

1

0

0

0

11

0

0

6

5

2

0

2

0

1

3

6

2

0

12

0

4

0

0

1

0

0

3

0

0

0

21

2

3

6

0

0

0

2

0

3

0

2

1

1

10

1

9

0

0

2

0

0

1

0

2

0

6

14

3

9

1

1

4

0

0

0

l

l

O

O

2

1

0

0

0

3

0

1

1

0

0

0

20

0

0

0

0

0

0

3

0

0

2

1

0

4

0

0

5

0

0

6

0

0

0

1

0

2

26

0

0

4

0

0

5

1

0

0

3豆3

540

011

08

956

05

339

01

06

234

14

418

016

02

214

13

10228

016

18

755

07

117

111

331

06

020

計 6812491 55536867 33 57 53669

は13例 で あ った.停 留 精 巣 に対 す る精 巣 固 定 術 は64例

で あ った.環 状 切 除 術 は総 数91例 中10例(ll%),背

面切 開術 は総 数17例 中8例(47%)を 入 院 にて 手術 を

行 っ た。 環 状切 除 術 は真 性 包 茎 の症 例 よ り仮 性 包 茎 の

症 例 の 方 が 多 数 を占め るが,便 宜 上,こ の 項 目に 含 め

た.

5。 そ の他 の 良性 疾患 に対 す る手 術(Table5)

副 腎摘 出術 は13例 に施 行 した.良 性 疾 患 に対 す る尿

路 変 更術 は,腎 痩,尿 管皮 膚 痩,膀 胱 痩 に 分 け られ る

が,こ の 内 腎痩 は,一 部 悪性 腫 瘍 に対 す る症 例 も含 ま

れ て い るが,統 計 処 理 上,こ の項 目に含 め た.経 尿 道

的 前 立 腺 切 除 術(TUR-P)は,228例 で あ り,1989～

1991年 まで は年 問40例 前 後 と多 か った が,そ れ以 降 は

10～20例 程 度 にて推 移 して い る.1994,1995年 に は,

VLAPを 計16例 施 行 した.カ ル ンク ラ を含 む尿 道 病

変 に対 す る手術 は18例,尿 道形 成 術 は16例 で あ っ た.

陰嚢 病 変 に対 す る手 術 は,陰 嚢 水腫 根 治術 が55例 と最

も多 か っ た.精 索 静 脈 瘤 に対 す る高 位 精 索 静 脈瘤 結 紮

術 は31例,精 索 静脈 瘤 腹 腔 鏡 下結 紮 術 は6例 に 施行 し

た.

考 察

1.年 間手術件数の推移

当科の外来通院患者は新患,再 診を合わせて年間平

均約12,924人 で1日 当た りにすると約50--60人 であ

る.外 来患者数はほぼ年々増加傾向にあるが,年 間手
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術 件 数 は ほ ぼ横 這 い の状 態 で あ る,こ れ は外 来 に て尿

路 結 石 に対 しESWLを 施 行 して い る患 者 や ホ ル モ ン

療 法 を長 期 に受 けて い る前 立 腺 癌患 者 が 累積 的 に増 加

す るの に対 し,人 口 当 た りの手術 適 応 の 疾患 発生 率 が

年 々 変 わ らな い ため で あ る と思 わ れ る。 概 算 す る と外

来 患 者約70人 に平 均1人 の割 合 で手 術 を して い る こ と

に な る.

ll.疾 患 別手 術 件 数 の 推移

悪 性 腫瘍 に対 す る手術 は,1994年 以降 は年 々増 加 傾

向で あ る.個 別 に見 る と前 立 腺 癌 に お いて前 立 腺 全 摘

術 はll例 で,か な り少 な めで あ るが,こ れ は 当科 の前

立 腺 癌 患 者 の平 均 年 齢 が約72歳 と比較 的 高齢 で あ り手

術 を望 まな い患 者 が 多 い こ とや,当 科 にお け る前 立 腺

癌 患 者 の ほ と ん どが 外 来 発 見 癌 で あ る た め と思 わ れ

る.外 来 発 見癌 は早 期 癌 が少 な い と報 告 され て い る通

り1),症 状 出現 後 非 限局 性 癌 の 状 態 で 発見 さ れ る場 合

が 多 く,さ らに 当科 のstageD2の 患 者 が 全 症 例 の 約

48%を 占め て い る現 状 もあ る ため,ほ とん どの症 例 で

初 回治 療 が ホ ル モ ン療 法 を選 択 され る.ま た,前 立 腺

癌 に対 す るCastration(両 側 性 精巣 摘 出 術)も 少 な く

1989年 に6例 施 行 したが,そ れ以 降 は3例 の みで あ っ

た.こ れ は 当 科 受 診 の ほ と ん ど の 前 立 腺 癌 患 者 が

surgicalcastrationよ りLH-RHanalogueな ど に よ

るmedicalcastrationを 選 択 す る ため で あ る.

当科 で は,膀 胱 癌 に対 す る尿 路 変 更術 は,両 側 尿 管

皮 膚痩 が全 体 の 過半 数 を占 め て いた.当 科 に お け る根

治 的膀 胱 全 摘 除術 対 象 症例 は比 較 的 高齢 者 が 多 く,術

後 合 併 症 を よ り少 な く し,術 後 の 早 期 離 床 とQOL

を高 め るた め,tubelessの 尿 管 皮膚 痩 術 を行 った.長

期 観 察可 能 症 例 にお いて,術 後 尿 管 皮膚 縫 合部 狭 窄 は

少 な く,経 過 良 好 で あ る.MainzpouchIIは 近 年 減

少 傾 向 で あ るが,外 来 主 治 医 の判 断 で他 の尿 路変 更 術

を優先 的 に選 択 した結 果 と思 わ れ る.

結 石 に対 す る手術 は,1994年 にESWL導 入 後,外

来 結 石患 者 が 増 え,必 然 的 に手 術 症 例数 も増 えたが,

年 間件 数 は10例 前後 に留 ま って い る.こ れ は当科 の体

外 衝 撃 波 結 石 破 砕 術(ESWL,EDAPLTO2)は,特

殊 症例 を除 いて 可 能 なか ぎ り外 来 通 院 に て結 石破 砕 を

施 行 して い る た め,ほ と ん どの患 者 は外 来 通 院 にて

ESWL単 独 で 治 療 さ れ て い る か ら で あ る.ESWL

は,1994年ll月 か ら1998年12月 まで で計508件 で あ り,

年 間約120件 に て ほ ぼ 増 減 な く推 移 して い た.当 科 で

はESWL患 者 に対 しD-Jカ テ ー テ ル を留 置 しな い

方 針 を選択 して い る が,対 象 期 問 中 にESWL外 来 施

行 中 の患 者 にお い て,入 院 加療 を要 した症 例 は,腎 周

囲 血腫1例,腎 孟 腎炎2例,痙 痛 治 療 目的2例,尿 管

結 石位 置 確 認 の た め 腎痩 造 設,造 影 を施行 した症例1

例 の み で あ っ た.こ れ らは外 来 通 院施 行 患 者 の1.2%

(6/508)で あ り,対 処 法 と して は十 分 で あ る と思 わ れ

た.腎 孟 腎 炎 の2例 に関 して は,2例 と も尿 培 養 検査

陰性 で,1例 は予 防投 与 と してnorfioxacin内 服 を処

方 され て い た.今 後 も治療 中 は,予 防 投 与 を念頭 に置

い た定 期 的 な尿 培 養 検査 が必 要 と思 わ れ た.開 腹 手術

は他 の 治療 法 が 困難 で あ る症 例 の み が 対 象 で あ り,症

例 が か な り限 られた術 式 で あ る ため,1990年 以 降 は年

間数 例 程 度 と他 施 設 と 同様 少 な い2)PNLは1991年

以 降 は4例 のみ で あ り,開 腹 手 術 同 様,珊 瑚 状 腎 結 石

に対 して も可 能 なか ぎ りESWLに て 外 来 通 院 で 結 石

破 砕 を行 っ た結 果 で あ り,近 年 は ほ とん ど施 行 しな く

な った.ま た,TULは,嵌 頓 尿 管 結 石 に よ る腎 機 能

低 下例 や患 者 が 希望 す る時 に施 行 され,症 例 数 と して

多 くは な い もの の 当科 の 結 石 治 療 に は今 後 も必 要 と さ

れ る手技 で あ る と思 われ る.

先 天性 疾 患 に お い て は,停 留 精巣 固定 術 が64例 と最

も多 く,全 体 の54.7%を 占め る.陰 茎 背 面 切 開術,陰

茎 環状 切 除 術 は,ほ とん どの症 例 を外 来 にて 施行 して

い るが,一 部 の 症例 のみ 入 院 に て施 行 して い る.膀 胱

尿 管新 吻合 術 はCohen法 やPolitano-Leadbetter法,

また は 内視 鏡 的手 術 と して 経膣 的尿 管 口牽 引術 を施行

し,比 較 的 良好 な成 績 が 得 られ て い る.

そ の他 の.良性 疾 患 にお い て は,副 腎 摘 出術 は計13例

に施 行 した.原 発 性 ア ル ドステ ロ ン症 が6例,cush-

ingsyndromeが1例,褐 色 細 胞 腫 が1例,副 腎 過 形

成 が5例 で あ った.腎 嚢 胞 に対 す る手 術 は1989年 に開

放 性手 術 を1例 施 行 した の み で,そ れ以 降 は経 皮 的 腎

嚢 胞 エ タノ ール 固定 術 が標 準 的術 式 と な った.シ リコ

ン注入 術 は,尿 失 禁 患 者 に対 し3例 に施 行 した.前 立

腺 肥 大 症 に 対 す る手 術 は,TUR-Pが228例 で 最 も多

く,一 時期VLAPを16例 に施 行 したが,そ の後 は 再

びTUR-Pが 主 流 を 占 め る よ うに な っ た.VLAPは,

病 理組 織 学 的 検索 が不 十 分 で あ り当科 で は近 年 施 行 さ

れ な くな っ た.1992年 以 降 の症 例 数 の減 少 は他 施 設 と

同様 に 当 科 に お け る αi-blockerの 使 用 に よ り,手 術

症 例 数 が 減 少 した た め と思 わ れ る3)内 シ ャ ン ト造 設

術 は20例 で1995年 以 降 は1例 もな い.こ れ は循 環 器 内

科 また は腎臓 内 科 に て手 術 可 能 とな った ため で あ る.

結 語

富 士 市立 中央 病 院 泌尿 器 科 にお け る10年 間 の手 術 統

計 を報 告 した.

1)手 術 総 数 は10年 間 で1 ,862件 で あ った.

2)疾 患 別 に年 間手術 件 数 を比 較 す る と,悪 性 腫 瘍

は1994年 以 降 は年 々増 加 傾 向 で あ る.前 立 腺 癌 は患 者

の 年 齢 層 の 問 題 もあ り,当 科 で は ほ と ん ど の症 例 で

medicalcastrationを 施 行 して い る .前 立腺 肥 大 症 に

対 す るTUR-Pは1992年 以 降,α1-blockerの 使 用 に

よ り減 少 した.尿 路 結 石 に対 す る治 療 はほ とん どの症

例 を外 来 通 院 にてESWL単 独 で 施 行 して い る が ,治
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療 中,入 院 を 要 し た 患 者 は,全 体 の わ ず か1.2%で

あ った.
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